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鏡視下腰椎椎間板ヘルニ
ア摘出術の手術成績
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【目的】近年，急速に普及している鏡視下椎間
板ヘルニア摘出術（microendoscopic discecto-
my：MED）には，ラーニングカーブが存在し，
硬膜損傷などの合併症が導入初期に多発する
と言われている．我々は 2007年より鏡視下脊椎
手術を導入した．今回，腰椎椎間板ヘルニアに
対して施行した鏡視下椎間板ヘルニア摘出術
の自検例について，その手術成績を調査した．
【対象と方法】2007年 9月以降，当科でMED
を施行した 38例を対象とした．男性 25例，女
性 13例で手術時平均年齢は 38歳 （16歳～68
歳） であった．手術レベルは L4/5間が 20例，
L5/S1レベルが 17例，L2/3レベルが 1例であっ
た．これらの症例に対し，出血量，摘出椎間板
量，日本整形外科学会腰椎疾患治療判定基準
（JOAスコア），手術時間，および合併症につい
て調査した．また，これらの項目について，初
期の 19例と後期 19例を比較した．
【結果】術後経過観察期間は平均 5ヶ月であっ
た．術中出血量は平均 71 g，摘出椎間板量は平
均 2.6 g，JOAスコアは平均 83％の改善率と，こ
れらの項目について初期と後期の症例間で有
意差を認めなかった．全症例の手術時間は平均
126分であったが，初期の 19例の平均は約 150
分であったのに対して，後期 19例の平均は約
105分と初期と後期の症例間で有意差を認め
た．合併症は硬膜損傷，部位誤認，血腫，感染
など重篤な合併症は認めなかった．
【考察】腰椎椎間板ヘルニアに対して施行した
内視鏡下椎間板ヘルニア摘出術の手術成績は
良好であった．

出生時体重と少年期におけ
る安静時心拍数との関係
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【目的】低出生時体重が将来の循環器疾患発症
と関連すると報告されている．さらに，安静時
心拍数が心血管イベントや心血管死の予知指
標になると報告されているが，出生時体重と安
静時心拍数の関係については知見に乏しい．出
生時の身体諸指標と少年期における安静時心
拍数の関係について検討した．
【対象と方法】2001年 4月の時点で都内男子
中学高等学校 A校に在籍し，中学 1年時に行わ
れる定期健康診断を受診している 1,107例に対
して，2001年 4月の定期健診時，出生時の身体
諸指標に関するアンケート調査を実施した．具
体的には，アンケート用紙を保護者宅に郵送
し，同意を得られた場合に限り，母子健康手帳
の実記録に基づき，生徒の出生時の身体諸指標
を正確に記入し返信してもらった．安静時心拍
数としては，12誘導心電図記録により自動算出
される 8心拍の平均値を用いた．そして，出生
時の身体諸指標と中学 1年時における安静時心
拍数の関係について解析した．
【結果】アンケート調査の返信は 573例からあ
った．単回帰分析において，中学 1年時の安静
時心拍数は，出生時体重（r＝－0.10，P＜ 0.05），
出生時身長（r＝－0.13，P＜ 0.01），出生時頭囲
（r＝－0.095，P＜ 0.05）と負の相関関係を示し
た．重回帰分析において，中学 1年時の安静時
心拍数と出生時身体諸指標との負の相関関係
は同時期における BMIと独立して認められた．
中学1年時のBMIで補正した同時期の安静時心
拍数は，出生時体重の下位 3分位群が高位 3分
位群に比べ有意に高値であった （81.7対 78.5回
/分，P＜ 0.05）．
【結論】生下時の身体諸指標が低値なほど，少
年期における安静時心拍数が高値であった．安
静時心拍数高値は交感神経活性の亢進を反映
していると考えられており，これが将来の循環
器疾患発症と原因のひとつとなる可能性が考
えられる．
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